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六
　
統
進
資
料

第 12 巻（A12）『物理懇談会』　　
>　　（昭和 17 年 6 月 25 日～昭和 19 年 3 月 16 日），約 150 頁
>　　　→　「強力電磁波に関する研究」と題した手書きの企画メモ
>　　　→　仁科の手紙　A 研究

六 ‐ 一 .
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─ 68 ─ （39）

六 ‐ 二 .
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─ 67 ─ （40）

第 36 巻（C5）『発令書』
>　　（昭和 18 年 12 月～ 20 年 7 月 20 日）
>　　　→　A 装置発令書

第 40 巻（C9）『一研統進資料目録』
>　（昭和 19 年 9 月 1 日～ 12 月 1 日），77 頁
>　　→　「島田技報」一覧が，２カ所，掲載されている．

六 ‐ 三 .

六 ‐ 四 .

065_106.indd   67 2015/03/18   16:57



─ 66 ─ （41）

第 37 巻（C6）『研究番号索引』
>　（昭和 19 年 1 月 15 日～ 20 年 2 月 15 日）
>　　→　「島田実験所疎開に関スル件通牒」の指令が，一行だけ書かれている．

六 ‐ 五 .
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─ 65 ─ （42）

《
資
料
編
解
説
》

一
．
第
二
海
軍
技
術
廠
引
渡
目
録
：
戦
後
、
進
駐
軍
が
日
本
軍
の
軍
事
施
設
を
接 

　
　

収
し
た
際
に
、
日
本
側
が
作
成
し
た
軍
の
施
設
や
備
品
目
録
の
こ
と(

技
術
廠

　
　

は
一
九
四
五(

昭
和
二
〇)

年
八
月
三
一
日
作
成)

。

二
．「
阪
復
」
静
岡
県
内
接
収
関
係
：「
阪
復
」
と
は
大
阪
地
方
復
員
局
の
略
、

　
　

引
渡
目
録
の
静
岡
県
抜
粋
版
。

三
‐
一
．
国
有
財
産
に
関
す
る
綴
：
牛
尾
山
軍
用
地
の
返
還
陳
情
書　

一
九
四
七(

昭

　
　

和
二
二)

年
一
二
月
一
三
日
。

三
‐
二
．
国
有
財
産
に
関
す
る
綴
：
海
軍
技
術
廠
牛
尾
施
設
の
転
換
計
画　
　
　
　

　
　

一
九
四
八(

昭
和
二
三)

年
九
月
八
日
。

四
．
議
会
発(

ぎ
か
い
は
つ)

来
翰(

ら
い
か
ん)
文
書
綴
：
海
軍
官
舎
跡
の
土
地

　
　

原
状
回
復
上
申
書 

一
九
五
一(

昭
和
二
六)

年
九
月
八
日
。

五
．『
中
日
ト
ピ
ッ
ク
』：
牛
尾
実
験
所
と
思
わ
れ
る
発
振
室
、
パ
ラ
ボ
ラ
反
射
鏡

　
　

の
貴
重
な
一
九
五
〇(

昭
和
二
五)

年
頃
の
写
真
を
収
録
。

六
．
統
進
資
料
：「(

財)

文
化
復
興
史
料
調
査
会
」(

一
九
四
六(
昭
和
二
一)　
　

　

   

年
二
月
発
足)

が
戦
史
編
纂
の
基
礎
資
料
と
し
て
収
集
所
蔵
し
た
資
料
の
一
つ
。

　
　

一
九
四
四(

昭
和
一
九)

年
一
月
に
海
軍
技
術
研
究
所
電
気
研
究
部
の
中
に「
統

　
　

進
班
」
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
班
が
開
発
に
関
わ
る
資
料
を
分
野
別
に
整
理
し
た

　
　

フ
ァ
イ
ル(

八
七
分
冊
、
現
在
確
認
で
き
る
の
は
五
七
分
冊)

。
本
稿
で
は
、　

　
　

そ
の
中
で
島
田(

牛
尾)

実
験
所
の
研
究
内
容(

Ｚ
研
究)

に
関
連
し
た
資
料

　
　

を
紹
介
し
て
い
る
。

六
‐
一
：「
強
力
電
磁
波
に
関
す
る
研
究
」
と
題
し
た
手
書
き
の
企
画
メ
モ
『
物　

　
　

理
懇
談
会
Ａ
一
二
』
第
一
二
巻
、
約
一
五
〇
頁
。
一
九
四
二(

昭
和
一
七)

年

　
　

六
月
二
五
日
～
一
九
四
四(

昭
和
一
九)

年
三
月
一
六
日
。

　
　

＊
資
料
中
イ
．
が
大
出
力
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
開
発(

Ｚ
装
置)

に
相
当
す
る
箇
所
。

　
　

詳
細
は
、
付
遍
．
河
村 

豊
「
第
二
海
軍
技
術
牛
尾
実
験
所
遺
跡
の
科
学
史
的

　
　

背
景
」(

以
後
「
河
村
報
告
」
と
記
述)

文
中
Ｐ
４
参
照
。

六
‐
二:

「
仁
科
芳
雄
か
ら
伊
藤
庸
二
大
佐
宛
書
簡
」『
物
理
懇
談
会
Ａ
一
二
』
一

　
　

九
四
三(

昭
和
一
八 )

年
一
月
二
三
日
。

　
　

＊
当
時
の
物
理
学
者(

仁
科
芳
雄
：
理
化
学
研
究
所)

が
Ａ
研
究(

Ｚ
装
置
研

　
　

究)

の
計
画
を
初
め
て
知
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
。
詳
細
は｢

河
村
報
告｣

文

　
　

中
Ｐ
６
参
照
。

六
‐
三
：『
発
令
書
Ｃ
５
』
第
三
六
巻
。
一
九
四
三(

昭
和
一
八)

年
一
二
月~　
　

　
　

一
九
四
五(

昭
和
二
〇)

年
七
月
二
〇
日
。

　
　

＊
「
Ｚ
装
置
研
究
実
験
の
件
訓
令
」
に
基
づ
く
Ａ
装
置
の
研
究
実
験
発
令
書
。

　
　

詳
細
は｢

河
村
報
告｣

文
中
Ｐ
16
・
17
参
照
。

六
‐
四
：「
へ(

磁
電
管
研
究
二
関
ス
ル
島
田
分
室
ヨ
リ
ノ
報
告)

」
一
覧
『
一
研

　
　

統
進
目
録
Ｃ
９
』
第
四
〇
巻
．
七
七
項
。
一
九
四
四(

昭
和
一
九)

年
九
月
一

　
　

日
～
一
二
月
一
日　

＊
島
田
技
研
一
覧
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

六
‐
五
：「2)

訓
令
整
理
記
号
並
ビ
ニ
発
令
研
究
二
対
ス
ル
研
究
番
号
索
引
簿

　
　

(200215)

研
究
統
進
班
」『
研
究
番
号
索
引
Ｃ
６
』第
三
七
巻
。
一
九
四
四(

昭

　
　

和
一
九)

年
一
月
一
五
日
～
一
九
四
五(

昭
和
二
〇)

年
二
月
一
五
日
。

　
　

＊
「
第
二
技
術
廠
島
田
分
室
有
線
通
信
施
設
装
備
ノ
件
通
牒
」「
島
田
実
験
所

　
　

疎
開
に
関
ス
ル
件
通
牒
」
等
の
指
令
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
坂
巻
）
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